
会
議
の
報
告

作
東
地
域
自
治
振
興
協
議
会
会
長
会
【
七
月
十
八
日
】

●
平
成
二
十
六
年
度
第
一
回
美
作
市
行
政
事
務
連
絡
協
議
会
理
事
会
報
告

①
平
成
二
十
六
年
度
理
事
、
評
議
委
員
、
大
字
等
自
治
会
の
役
割
と
報
償

費
に
つ
い
て

②
平
成
二
十
六
年
度
美
作
市
主
要
施
策
に
つ
い
て

主
要
施
策
に
係
る
質
問
・
意
見
等

③
そ
の
他

・
期
日
前
投
票
所
の
開
設
日
数
の
変
更
に
つ
い
て

美
作
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
投
票
は
今
ま
で
通
り
で
す
が
、
他
の
投
票

所
で
の
期
日
前
日
数
が
全
て
６
日
間
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

・
空
き
家
状
況
調
査
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
に
つ
い
て

空
き
家
状
況
調
査
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
に
つ
い
て

美
作
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

施
行
は

月
１
日
か
ら
で
す
が
、
各
地
域
の
現
状
を
把
握
す
る
必
要
が
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あ
る
た
め
、
市
内
の
空
き
家
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

条
例
の
概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

１
．
情
報
提
供
等
に
よ
り
管
理
不
全
な
空
き
家
を
把
握
し
ま
す
。

２
．
所
有
者
、
管
理
者
等
に
対
し
、
適
正
な
管
理
を
依
頼
し
ま
す
。
所
有

者
等
が
不
明
な
場
合
は
市
で
調
査
を
行
い
ま
す
。

３
．
公
道
等
に
草
木
が
せ
り
出
し
危
険
な
場
合､

管
理
者
に
助
言､

指
導
、

勧
告
、
命
令
等
を
行
い
、
改
善
さ
れ
な
い
と
き
（
正
当
な
理
由
が
な
く
命

令
に
従
わ
な
い
場
合
）
は
氏
名
の
公
表
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

状
況
調
査
票
に
わ
か
る
範
囲
で
記
入
し
て
い
た
だ
き､

各
支
所
及
び
環
境

保
全
課
ま
で
情
報
提
供
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
環
境
部
環
境
保
全
課
電
話
：
７
２
の1

1
8
5

（
直
通
）

・
美
作
市
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て

・
乾
杯
条
例
の
周
知
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

美
作
の
地
酒
で
乾
杯
を
。

●
敬
老
会
に
つ
い
て

粟
井
地
区
は
、
「
粟
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
」
で
対
応
し
ま
す
。

粟
井
地
区
区
長
協
議
会
【
七
月
二
十
二
日
】

①
平
成
二
十
六
年
度
第
一
回
美
作
市
行
政
事
務
連
絡
協
議
会
理
事
会
報
告
、

②
作
東
地
域
・
敬
老
会
に
つ
い
て
③
空
き
家
状
況
調
査
に
つ
い
て
④
乾
杯
条

例
の
周
知
に
つ
い
て
⑤
Ｔ
シ
ャ
ツ
注
文
に
つ
い
て
⑥
看
板
の
追
加
に
つ
い
て

⑦
閉
校
記
念
地
区
合
同
運
動
会
に
つ
い
て
⑧
住
居
表
示
の
変
更
に
つ
い
て
、

等
の
協
議
を
し
ま
し
た
。

美
作
市
自
治
振
興
協
議
会
全
体
会
議
【
七
月
二
十
三
日
】

美
作
市
全
体

の
自
治
振
興
協
議
会
の
会
長
が
、
初
め
て
一
堂
に
会
し
、
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各
自
治
振
興
協
議
会
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

こ
の
会
の
主
た
る
議
題
は
、「
地
区
自
治
振
興
協
議
会
と
区
長
会
（
自
治
会
）

と
の
役
割
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
行
政
事
務
連
絡
協
議
会
の
性
格
に
つ
い
て

も
共
通
理
解
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

粟
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
【
七
月
二
十
九
日
】

今
年
度
２
回
目
の
「
粟
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
」
役
員
会
が
あ
り
、
10

月

日
の
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
の
詳
細
や
、
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業

18
の
「
み
ま
も
り
会
議
」
の
模
擬
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
高
齢
者
支
援
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
と
の
違
い

＊
「
粟
井
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
の
粟
井
地
区
助
け

合
い
セ
ン
タ
ー
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
お
助
け
隊
」
と
の
違
い

は
、
「
高
齢
者
支
援
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
は
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
の
に
対
し
、
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
お
助
け
隊
」
は
短
時
間
で
簡
単
な
作
業
等
を

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援
す
る
点
で
異
な
り
ま
す
。

＊
美
作
市
社
協
の
「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」
に
つ
い
て
、
粟
井
地
区

社
協
と
し
て
は
現
在
検
討
中
で
す
が
、
こ
の
事
業
は
、
ふ
れ
あ
い
訪
問
員
に

よ
る
見
守
り
訪
問
活
動
が
主
目
的
で
あ
る
点
が
「
高
齢
者
支
援
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
」
の
目
的
と
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
「
高
齢
者
支
援
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
」
は
全
て
有
料
（
時
給
制
）
に
よ
る
支
援
活
動
で
あ
り
、
「
お
た

が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」
は
、
一
回
目
の
見
守
り
訪
問
に
つ
い
て
は
無
償
で
、

二
回
目
以
降
の
訪
問
に
つ
い
て
は
有
料
（
利
用
者
は
市
社
協
に
一
回
３
０
０

円
で
券
を
購
入
、
訪
問
者
は
市
社
協
よ
り
３
０
０
円
相
当
の
商
品
券
を
受
け

取
る
。
）
と
言
う
点
で
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
支
援
内
容
や
、
支
援
対
象
者
も

少
し
異
な
り
ま
す
。

＊
粟
井
地
区
村
創
り
の
会
・
農
林
水
産
部
「
粟
井
地
区
農
地
保
全
セ
ン
タ
ー
」

は
、
粟
井
地
区
の
環
境
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
有
料
（
時
給
、
請
負
等
）

で
草
刈
り
等
の
外
部
作
業
を
請
け
負
う
と
い
う
も
の
で
す
。
耕
作
放
棄
地
等

の
課
題
も
ご
相
談
下
さ
い
。

■
粟
井
小
学
校
の
統
合
に
関
し
て

７
月

日
（
木
）
美
作
市
役
所
に
て
、
副
市
長
、
政
策
審
議
官
と
校
舎
の
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跡
利
用
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
美
作
市
の
小
学
校
の
分
校
と
し
て
残
す

案
に
つ
い
て
、
法
的
な
こ
と
が
ま
だ
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
と
並

行
し
て

①
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
何
か
に
特
化
し
た
使
用
法

は
無
い
か
。
例
え
ば
、
「
農
村
歌
舞
伎
の
里
粟
井
村
」
と
か
、
「
こ
だ
わ
り
の

○
○
大
豆
の
○
○
味
噌
づ
く
り
の
里
粟
井
村
」
な
ど
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

②
今
後
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
て
取
り
組
む
。
Ｈ

年
度
は
、
何
を
す
る

27

か
。
Ｈ

年
度
以
降
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
、
な
ど
の
計
画
づ
く

28

り
。
な
ど
今
後
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
り
ま
し
た
。

粟
井
地
区
・
移
住
定
住
促
進
部
の
活
動
に
ご
協
力
を
！

今
、
粟
井
地
区
に
移
住
し
た
い
と
い
う
人
が
数
家
族
お
ら
れ
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
加
員
も
決
ま
り
ま
し
た
。
美
作
市
と
の
協
働
事
業
で
す
。
こ
れ
以
上
の
高
齢
化
、

人
口
減
少
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

空
き
家
情
報
を
各
地
区
の
区
長
ま
で
相
談
し
て
下
さ
い
。

＊
美
作
市
も
条
例
を
作
り
、
別
の
観
点
か
ら
調
査
し
ま
す
。

（
粟
井
自
治
振
興
協
議
会
：
移
住
定
住
促
進
部
部
長
・
安
東
寿
夫
）

【
編
集
後
記
】

会
議
の
続
い
た
七
月
で
し
た
。
ど
れ
も
大
切
な
会
議
で
す
。
内
容
も
多
く
の
人
に

分
か
っ
て
頂
き
た
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
理
解
す
る

だ
け
で
な
く
、
粟
井
地
区
の
た
め
に
「
自
分
で
は
、
何
が
出
来
る
か
。
」
自
分
の
こ

と
と
し
て
と
ら
え
、
行
動
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
少
人
数
だ
と
し
ん
ど

い
こ
と
も
大
勢
で
取
り
組
め
ば
個
々
の
負
担
は
軽
く
な
る
。
行
動
が
伴
わ
な
い
と
議

論
だ
け
で
は
何
も
改
善
さ
れ
な
い
。
「
絆
と
や
す
ら
ぎ
の
里
」
実
現
に
向
け
て
。

広
報
誌
（
社
協
だ
よ
り
、
あ
わ
い
村
）
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

パ
ソ
コ
ン
が
出
来
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

粟
井
幼
稚
園
・
小
学
校
統
合
推
進
協
議
会
【
七
月
三
十
一
日
】

各
委
員
会
や
会
か
ら
の
報
告
の
後
、
「
統
合
協
定
書
（
案
）
」
に
つ
い

て
協
議
し
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
協
定
書
の
締
結
（
調
印
）
は
、
近
日

中
に
行
う
予
定
で
す
。
各
委
員
会
や
会
か
ら
の
提
案
の
概
略
で
す
。

●
閉
校
記
念
誌
編
集
委
員
会

・
閉
校
記
念
誌
「
有
終
」
の
贈
呈
分
以
外
の
予
約
注
文
を
、
８
月
末
日

を
期
限
に
、
各
区
長
が
取
り
ま
と
め
ま
す
。
（
１
冊
１
０
０
０
円
）

・
配
布
は
、
来
年
４
月
予
定
。

●
閉
校
記
念
学
区
合
同
運
動
会

・
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
参
加
者
全
員
で
「
航
空
写
真
」
を
撮
り
ま
す
。

・
粟
井
を
６
地
区
に
分
け
て
、
対
抗
戦
を
行
い
ま
す
。
選
手
名
簿
の
提

出
期
限
は
、
８
月
末
日
で
す
。
（
選
手
役
員
は
、
弁
当
あ
り
。
）

・
「
お
み
や
げ
な
あ
に
」
は
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
の
参
加
を
募
り
ま
す
。

・
案
内
状
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
戸
配
布
し
ま
す
。

●
閉
校
記
念
式
典
実
行
委
員
会

・
記
念
碑
、
記
念
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
等
の
詳
細
は
、
今
後
協
議
し
て

決
め
て
い
き
ま
す
。

・
案
内
状
と
記
念
品
（
航
空
写
真
フ
ァ
イ
ル
）
は
、
全
戸
配
布
し
ま
す
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
統
合
を
考
え
る
会

・
「
統
合
に
関
す
る
確
約
書
」
の
内
容
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

■
以
上
を
踏
ま
え
「
統
合
協
定
書
（
案
）
」
が
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
各
区
長
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

粟
井
地
区
の
福
祉
活
動

作
夏
、
粟
井
地
区
村
創
り
の
会
・
福
祉
部
部
長

と
い
う
大
役
を
引
き
受
け
て
か
ら
１
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
福
祉
部
（
現
在
は
防
災
福
祉

部
）
部
長
と
し
て
、
ま
た
、
民
生
・
児
童
委
員
粟

井
地
区
長
と
い
う
立
場
か
ら
「
福
祉
課
題
・
問
題
に
ど
う
対

処
し
て
い
け
ば
よ
い
か
。
」
い
ろ
い
ろ
と
思
案
し
て
き
ま
し
た
。

昨
秋
に
テ
レ
ビ
で
見
た
、
あ
る
町
の
高
齢
者
支
援
の
あ
り
方

を
参
考
に
防
災
福
祉
部
で
「
高
齢
者
支
援
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
業
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
今
ま
で
日
常
茶
飯
事
で
出
来
て
い
た
こ
と

が
年
々
加
齢
と
と
も
に
身
体
の
衰
え
等
に
よ
り
出
来
な
く
な

り
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
る
、
そ
ん
な
困

り
事
や
悩
み
、
不
安
等
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
に
対
し
、
粟
井
地
区
民
が
、
こ
れ

ら
の
困
り
事
等
を
少
し
で
も
解
消
で
き
る
手
助
け
が
出
来
た

ら
高
齢
者
支
援
に
な
る
。
そ
う
言
う
思
い
か
ら
防
災
福
祉
部

に
お
い
て
検
討
協
議
し
、
さ
ら
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

実
施
し
た
上
、
本
年
４
月
１
日
、
本
事
業
を
設
立
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
粟
井
地
区
民
の
中
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
下
さ
る

会
員
を
募
り
、
支
援
体
制
を
確
立
し
７
月

日
よ
り
運
用
を
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開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
る
会
員
の
方

が
い
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
。
会
員
に
な
っ
て
頂
い
た
方
に

は
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
ご
支
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業
の
支
援
を

受
け
ら
れ
る
高
齢
者
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
出
来
る
だ

け
多
く
利
用
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

粟
井
地
区
村
創
り
の
会
・
防
災
福
祉
部
部
長

民
生
・
児
童
委
員
粟
井
地
区
長

神
田
一
正


